
第22回定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

連　結　注　記　表

個　別　注　記　表

（2020年４月１日から2021年３月31日まで）

「連結注記表」及び「個別注記表」につきましては、法令及び当社
定款の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
（http://www.intra-mart.jp/ir/）に掲載することにより株主の皆
様に提供しております。



連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

⑴　連結の範囲に関する事項
・連結子会社の数　２社
・連結子会社の名称
　株式会社NTTデータ・イントラマートCSI
　NTTデータイントラマートソフトウェア系統（上海）有限公司

⑵　持分法の適用に関する事項
・持分法適用の関連会社の数　３社
・主要な会社等の名称
　株式会社サザンクロスシステムズ
　協立システム開発株式会社
　MBP　SMARTEC株式会社
・持分法適用会社のうち、事業年度が連結会計年度と異なる会社については、各社の事業
　年度に係る計算書類を使用しております。

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社のうち、NTTデータイントラマートソフトウェア系統（上海）有限公司の決
算日は12月31日であり、連結計算書類の作成にあたっては、同決算日現在の計算書類を使
用しております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要
な調整を行っております。

(4)　会計方針に関する事項
①重要な資産の評価基準及び評価方法
イ　有価証券

その他有価証券
　時価のないもの
　移動平均法による原価法によっております。

ロ　たな卸資産
　仕掛品については、個別法による原価法によっております。貯蔵品については、先
入先出法による原価法によっております。（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく
簿価切下げの方法により算定）

②重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ　有形固定資産

　定額法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
　建物　　　　　　　　４年～15年
　工具器具及び備品　　３年～10年

ロ　無形固定資産
　無形固定資産（ソフトウェアを除く）については定額法によっております。
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　なお、ソフトウェアの減価償却方法は次のとおりです。
・市場販売目的のソフトウェア
　見込販売期間（３年以内）における見込販売収益に基づく償却額と販売可能な残存
販売期間に基づく均等配分額を比較し、いずれか大きい額を計上する方法によってお
ります。
・自社利用のソフトウェア
　見込利用可能期間（５年以内）に基づく定額法によっております。ただし、この内
サービス提供に用いる自社利用のソフトウェアについては、見込販売収益に基づく償
却額と見込有効期間（５年以内）に基づく均等配分額を比較し、いずれか大きい額を
計上する方法によっております。

③重要な引当金の計上基準
イ　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸
倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計
上しております。

ロ　賞与引当金
　従業員の賞与金の支払に備えるため、賞与支給見込額のうち当連結会計年度に負担
すべき額を計上しております。

(ハ)　受注損失引当金
　ソフトウェアの請負契約における将来の損失に備えるため、将来の損失が確実に見
込まれ、かつ、当該損失額を合理的に見積もることが可能なものについて、将来の損
失発生見込額を計上しております。

④重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は
損益として処理しております。
　なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、
換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて計上して
おります。

⑤重要な収益及び費用の計上基準
　当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については
工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事
完成基準を適用しております。

⑥その他連結計算書類作成のための重要な事項
イ　退職給付に係る負債の計上基準

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰
属させる方法については、給付算定式基準によっております。
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　退職一時金制度については、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職
給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用し
ております。
　なお、数理計算上の差異は発生年度に一括費用処理しております。

ロ　消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理については、税抜方式を採用しております。

２．表示方法の変更
　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31日）を
当連結会計年度末から適用し、連結計算書類に重要な会計上の見積りに関する注記を記載して
おります。

３．会計上の見積りに関する注記
　会計上の見積りは、連結計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出し
ております。当年度の連結計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌年
度の連結計算書類に重要な影響を及ぼすリスクが有る項目は以下のとおりです。
ソフトウェア及びソフトウェア仮勘定の資産性
(1)当年度の連結計算書類に計上した金額
　連結貸借対照表に計上されているソフトウェア973,045千円のうち、市場販売目的のソフト
ウェア及びサービス提供に用いる自社利用のソフトウェアは869,398千円であり、ソフトウェ
ア仮勘定は257,180千円です。
(2)会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　市場販売目的のソフトウェアは見込販売期間（３年以内）における見込販売収益に基づく償
却額と販売可能な残存販売期間に基づく均等配分額を比較し、いずれか大きい額を減価償却費
として計上しています。自社利用のソフトウェアのうち、サービス提供に用いるソフトウェア
については見込販売収益に基づく償却額と見込有効期間（５年以内）に基づく均等配分額を比
較し、いずれか大きい額を減価償却費として計上しております。
　ソフトウェア仮勘定については、見込販売収益と帳簿価額を比較し、資産性を評価しており
ます。
　上記の見込販売収益の見積りの基礎となる販売計画には、販売施策に基づく受注予測や、見
込顧客からの受注獲得の予測が反映されています。
　特に新規事業に関わるソフトウェアについては販売実績に関する情報が乏しい場合が多く、
市場調査等から想定したマーケットの状況や、販売施策に基づく受注予測及び見込顧客からの
受注獲得の予測という不確実性の高い仮定が使用されています。
　さらに、新型コロナウイルス感染症による営業活動の制限や、企業におけるシステム投資の
停滞は受注獲得に影響を及ぼします。
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４．連結貸借対照表に関する注記
　　有形固定資産の減価償却累計額 161,062千円

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数
普 通 株 式 4,955,000株 －株 －株 4,955,000株
⑵　剰余金の配当に関する事項

①配当支払額

決 議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 0年 ６ 月1 1日
定 時 株 主 総 会 普通株式 121 25円 2020年３月31日 2020年６月12日

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度にな
るもの

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2021年6月15日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 53 11円 2021年3月31日 2021年6月16日
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６．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針
　当社グループは、必要な資金は主に自己資金で賄っております。また、デリバティブ
取引は行っておりません。

②金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク
　営業債権である売掛金は、取引先の信用リスクに晒されております。
　営業債務である買掛金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。

③金融商品に係るリスク管理体制
　当社は、社内規程等に従い、営業債権について、営業担当者が主要な取引先の状況を
定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況
等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的
に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込ん
でいるため、異なる前提条件等を採用することにより当該価額が変動することがありま
す。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　2021年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、
次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含ま
れておりません（（注）2．参照）。

連結貸借対照表計上額
（ 千 円 ）

時 価
（ 千 円 ）

差 額
（ 千 円 ）

⑴　現金及び預金 2,857,012 2,857,012 －

⑵　売掛金 1,033,015 1,033,015 －

資 産 合 計 3,890,027 3,890,027 －

⑴　買掛金 333,691 333,691 －

負 債 合 計 333,691 333,691 －
（注）1．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資産
⑴　現金及び預金、⑵　売掛金
　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していること
から、当該帳簿価額によっております。

－ 5 －



負債
⑴　買掛金
　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していること
から、当該帳簿価額によっております。
2．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 連結貸借対照表計上額
（ 千 円 ）

非上場株式 204,697
　　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め

られることから、上記の表には含めておりません。

７．資産除去債務に関する注記
資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの
⑴　当該資産除去債務の概要

オフィスの不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務であります。
⑵　当該資産除去債務の金額の算定方法

　使用見込期間を15年と見積り、割引率は主に0.402％を使用して資産除去債務の金額を計
算しております。

⑶　当連結会計年度における当該資産除去債務の総額の増減
期首残高 76,812千円
有形固定資産の取得に伴う増加額 －千円
時の経過による調整額 471千円
資産除去債務の履行による減少額 －千円
期末残高 77,284千円

８．１株当たり情報に関する注記
⑴　１株当たり純資産額 826円50銭
⑵　１株当たり当期純利益 22円16銭

９．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項

⑴　資産の評価基準及び評価方法
①有価証券の評価基準及び評価方法
　・子会社株式
　　移動平均法による原価法によっております。
　・その他有価証券
　　時価のないもの
　　移動平均法による原価法によっております。
②たな卸資産の評価基準及び評価方法
　仕掛品については、個別法による原価法によっております。貯蔵品については、先入先
出法による原価法によっております。（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下
げの方法により算定）

⑵　固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産
　定額法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
　建物　　　　　　　４年～15年
　工具器具及び備品　３年～10年
②無形固定資産
　無形固定資産（ソフトウェアを除く）については定額法によっております。
　なお、ソフトウェアの減価償却方法は次のとおりです。

・市場販売目的のソフトウェア
　見込販売期間（３年以内）における見込販売収益に基づく償却額と販売可能な残存販
売期間に基づく均等配分額を比較し、いずれか大きい額を計上する方法によっておりま
す。
・自社利用のソフトウェア

　見込利用可能期間（５年以内）に基づく定額法によっております。ただし、この内
サービス提供に用いる自社利用のソフトウェアについては、見込販売収益に基づく償
却額と見込有効期間（５年以内）に基づく均等配分額を比較し、いずれか大きい額を
計上する方法によっております。

⑶　引当金の計上基準
①貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してお
ります。
②賞与引当金
　従業員の賞与金の支払に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額
を計上しております。
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③受注損失引当金
　ソフトウェアの請負契約における将来の損失に備えるため、将来の損失が確実に見込ま
れ、かつ、当該損失額を合理的に見積もることが可能なものについて、将来の損失発生見
込額を計上しております。
④退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務見込額及び年金資
産の額に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。
・退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させ
る方法として、給付算定式基準によっております。
　なお、退職一時金制度については、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、
退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用
しております。

・数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は発生年度に一括費用処理しております。

⑷　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益と
して処理しております。

⑸　収益及び費用の計上基準
　当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進
行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準
を適用しております。

⑹　その他計算書類作成のための基本となる事項
　消費税等の会計処理については、税抜方式を採用しております。

２．表示方法の変更
「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31日）を当
事業年度末から適用し、計算書類に重要な会計上の見積りに関する注記を記載しております。

３．会計上の見積りに関する注記
　会計上の見積りは、計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出してお
ります。当年度の計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌年度の計算
書類に重要な影響を及ぼすリスクが有る項目は以下のとおりです。
ソフトウェア及びソフトウェア仮勘定の資産性
(1)当年度の計算書類に計上した金額
　貸借対照表に計上されているソフトウェア971,950千円のうち、市場販売目的のソフトウェ
ア及びサービス提供に用いる自社利用のソフトウェアは869,398千円であり、ソフトウェア仮
勘定は257,180千円です。
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(2)会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　市場販売目的のソフトウェアは見込販売期間（３年以内）における見込販売収益に基づく償
却額と販売可能な残存販売期間に基づく均等配分額を比較し、いずれか大きい額を減価償却費
として計上しています。自社利用のソフトウェアのうち、サービス提供に用いるソフトウェア
については見込販売収益に基づく償却額と見込有効期間（５年以内）に基づく均等配分額を比
較し、いずれか大きい額を減価償却費として計上しております。
　ソフトウェア仮勘定については、見込販売収益と帳簿価額を比較し、資産性を評価しており
ます。
　上記の見込販売収益の見積りの基礎となる販売計画には、販売施策に基づく受注予測や、見
込顧客からの受注獲得の予測が反映されています。
　特に新規事業に関わるソフトウェアについては販売実績に関する情報が乏しい場合が多く、
市場調査等から想定したマーケットの状況や、販売施策に基づく受注予測及び見込顧客からの
受注獲得の予測という不確実性の高い仮定が使用されています。
　さらに、新型コロナウイルス感染症による営業活動の制限や、企業におけるシステム投資の
停滞は受注獲得に影響を及ぼします。

４．貸借対照表に関する注記
⑴　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

仕掛品 23,844千円
貯蔵品 3,573千円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 155,023千円

⑶　関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。
①短期金銭債権 114,712千円
②短期金銭債務 54,015千円

５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

①営業収益 568,414千円
②営業費用 82,275千円
③営業外収益 315千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

　普通株式 110,305株
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７．税効果会計に関する注記
⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
　未払事業税 2,985千円
　賞与引当金 34,157千円
　減価償却超過額 31,645千円
　投資有価証券評価損 30,620千円
　関係会社出資金評価損 38,438千円
　関係会社貸倒引当金繰入額 9,323千円
　退職給付引当金 150,966千円
　資産除去債務 23,664千円
　その他 16,000千円
　繰延税金資産小計 337,802千円
　評価性引当額 △102,046千円
繰延税金資産合計 235,755千円
繰延税金負債
　資産除去債務に対応する除却費用 △15,417千円
繰延税金負債合計 △15,417千円
繰延税金資産（負債）の純額 220,338千円

⑵　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の内訳
法定実効税率 30.6％
（調整）
　交際費等永久に損金に算入されない項目 0.3
　住民税均等割 3.5
　その他 △1.7
税効果会計適用後の法人税等の負担率 32.7％
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８．関連当事者との取引に関する注記
⑴　関連当事者との取引
　①親会社及び法人主要株主等

種 類 会社等の名称 所在地
資 本 金
又 は
出 資 金
(百 万 円 )

事 業 の
内 容
又 は
職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当
事 者 と
の 関 係

取引の内容 取引金額
(千円) 科 目 期末残高

(千円)

親会社
㈱エヌ・テ
ィ・ティ・
デ ー タ

東京都
江東区 142,520 情報サー

ビ ス 業
(被所有)
直接46.8

当社製品
の販売、
システム
開発

製品の販
売及びサ
ービスの
提供

505,969 売掛金 110,069

－ 前受金 63,853

　②子会社及び関連会社等

種 類 会社等の名称 所在地
資 本 金
又 は
出 資 金

事 業 の
内 容
又 は
職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当
事 者 と
の 関 係

取引の内容 取引金額
(千円) 科 目 期末残高

(千円)

子会社

㈱NTTデ
ータ・イ
ントラマ
ー ト C S I

東京都
品川区 10百万円 情報サー

ビ ス 業 直接100.0
サービス
の委託
役員の兼任
４名

資金の貸付 90,000
関係会
社短期
貸付金

90,000

受取利息
（注）３ 195 未収利息 37

NTTデー
タイント
ラマート
ソフトウ
ェア系統
（上海）
有限公司

中 国
上海市

2,100千
米 ド ル

情報サー
ビ ス 業 直接60.0

サービス
の委託
役員の兼任
３名

資金の貸付 84,000
関係会
社短期
貸付金

84,000

受取利息
（注）３ 120 未収利息 773
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　③同一の親会社をもつ会社等

種 類 会社等の名称 所在地
資 本 金
又 は
出 資 金
(百 万 円 )

事 業 の
内 容
又 は
職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当
事 者 と
の 関 係

取引の内容 取引金額
(千円) 科 目 期末残高

(千円)

親会社の
子会社

㈱ＮＴＴ
データ・
ビズイン
テグラル

東京都
港 区 450 情報サー

ビ ス 業 直接11.1
当社製品
の販売
役員の兼任

１名

製品の販
売及びサ
ービスの
提供

402,602 売掛金 5,449

－ 前受金 92,583

エヌ・テ
ィ・ティ
都市開発
㈱

東京都
千代田
区

48,760 不動産業 － － 敷金の差
入 －

敷金及
び保証
金

79,782

（注）１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等
が含まれております。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等
製品の販売及びサービスの提供については、他の特約店と同様の取引条件で実施して
おります。

３．資金の貸付については、市場金利を勘案して合理的に利率を決定しております。
４．子会社への貸倒懸念債権に対し、30,450千円の貸倒引当金を計上しております。

⑵　親会社又は重要な関連会社に関する注記
　　親会社情報

日本電信電話㈱（東京証券取引所等に上場）
NTT㈱
㈱エヌ･ティ･ティ･データ（東京証券取引所に上場）

９．１株当たり情報に関する注記
⑴　１株当たり純資産額 830円89銭
⑵　１株当たり当期純利益 26円20銭

10．重要な後発事象に関する注記
該当事項はございません。
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